大辺路の駿田峠 

那智勝浦町の湯川という地域にある駿田峠は、非常に多くの伝説の舞台として知られています。この峠は海岸沿いを通る大辺路の一部です。

峠の北側の入り口は、国道42号線沿いのホテルの横にあります。この道の南端は、材木置き場のある民家のそばを通り、国道42号線に再び合流します。駿田峠の一部は、ユネスコ世界遺産である紀伊山地の霊場と参詣道の登録対象に含まれています。この道は端から端まで1時間足らずで歩くことができます。

加寿地蔵と古い井戸

峠を半分ほど行くと、山頂に大きな切り通しがあります。道の西側にある二本の木には注連縄が張られており、鳥居のような入り口が作られています。その先には、赤い幟が立てられた加寿地蔵に至る階段がそびえています。

地元の伝承によると、熊野詣をしていた歌子姫という平安時代の貴族の女性は、この峠を登っている途中で亡くなったとされています。歌子姫を偲び、この峠の上には旅人を見守る仏、地蔵菩薩を祀った小さなお堂が建てられました。

この伝承では、加寿地蔵という名称は、歌子姫が酒粕を好んだことにちなんだものとされます。しかし、現在ではこの名前は「酒粕」ではなく「より長い命」を意味する漢字「加寿」で表されており、腰や足の痛み、不妊に悩む人が加寿地蔵の加護をもとめて参拝に訪れます。毎年11月に開催される姫まつりでは、平安衣装を身につけた人々による祈祷や行列、舞、音楽が見られます。
 
加寿地蔵に続く階段の途中には、別の小さなお地蔵様があります。詳しい由緒は伝えられていないものの、こちらも歌子姫を偲んで立てられたと言われています。階段を降りたところの近くには、井戸があります。この井戸は、母親を背負って加寿地蔵にお参りしたところ、母親の足が良くなったという男性が、感謝の気持ちを表すために掘ったと伝えられています。




